
本号の編集にあたって
気候変動は，人為的あるいは非人為的な様々な要因により起こる気候の変化です。気候変動に

起因する自然災害に影響する現象のうち，地盤工学分野へ及ぼす事象としては，◯１降雨特性の変

化（気象の極端化による豪雨や少雨による干ばつ），◯２台風の巨大化，◯３海面上昇，◯４地温の変

化などが挙げられます。昨近の異常気象や土砂災害の激甚化はこの気候変動によるものも多くあ

ると考えられます。

気候変動に対する緩和策のひとつとして，温室効果ガス低減のための再生可能エネルギーの利

用が挙げられます。災害等の廃棄物の利用や未利用資源を活用する取り組みや地盤中の地中熱を

利用したヒートポンプや地下水の加熱や冷却等の地中熱の利用を促進する取り組みなど，現在，

様々な気候変動に対応するための研究開発が行われています。

そこで本号では『気候変動による地盤工学的な課題と緩和策』と題して，気象の極端化がもた

らす豪雨や海面上昇による地盤工学的な現状と課題，気候変動により頻発化する土砂災害への対

応と対策，さらに，気候変動対応策のうち，特に，緩和策に念頭に置いた地盤工学的な最新技術

とその適用事例，今後の展望を特集しました。

総説では，気候変動対応策の実情と国際的な取り組みを踏まえ，気候変動緩和策に資する地盤

技術について詳説して頂きました。論説では，地球温暖化対策と地盤工学の関係を俯瞰するとと

もに最新の技術動向について執筆して頂きました。6 編の報告では，降雨変化が地盤災害にもた

らす影響評価の現状と課題，海面変動が土の性質に及ぼす影響の評価手法の現状と課題，廃棄物

を含む土質材料を活用した気候変動緩和策，廃タイヤと植物を活用した気候変動緩和策，地盤で

の木材利用による地球温暖化緩和策，及び地中熱利用に伴う地下熱環境の撹乱による地下水環境

リスク評価といった多岐にわたる内容を執筆頂きました。

本特集号が読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。
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